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(57)【要約】
【課題】床面と石膏ボード等との間に生じる隙間を隠す
部材であって、床が落ち込むことで生じる隙間を隠すこ
とができ、壁から室内側へその部材が突出しにくい。
【解決手段】内装用建材１は、床面５０ａに固定される
床取付部材１００と、壁取付部材２００とを備えている
。壁取付部材２００は、胴縁２０に固定される第１板状
部分２１０と、第１板状部分２１０の下端から床取付部
材１００よりも室内側まで延びる第２板状部分２２０と
、第２板状部分２２０における第１板状部分２１０側と
反対側の端部から床面５０ａに向かって延びる第３板状
部分２３０とを有する。床取付部材１００と壁取付部材
２００とは、互いに対して上下方向に関して相対移動す
ることが可能である。第３板状部分２３０の表面２３０
ａは、クロス４０の表面４０ａと同じ位置に配置される
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面より上方で下地材に取り付けられた内壁材の下方において、下面全体が前記床面と
接触するように前記床面に固定される床取付部材と、
　前記内壁材の厚み方向に関して前記内壁材と前記下地材との間に配置され、前記下地材
に固定される第１板状部分と、上下方向に関して前記床取付部材と前記内壁材との間にお
いて、前記第１板状部分の下端から室内側に向かって前記床取付部材よりも室内側まで延
びる第２板状部分と、前記第２板状部分における前記第１板状部分側と反対側の端部から
前記床面に向かって延びる第３板状部分とを有する壁取付部材と、を備えており、
　前記床取付部材と前記壁取付部材とが互いに対して上下方向に関して相対移動すること
が可能であり、
　前記第３板状部分における室内側に面した表面が、前記厚み方向に関して、前記内壁材
における室内側に面した表面と同じ位置に、又は、前記内壁材における室内側に面した表
面より前記下地材側に配置されることを特徴とする内装用建材。
【請求項２】
　前記床取付部材が前記第１板状部分と前記下地材の間まで延びていることを特徴とする
、請求項１に記載の内装用建材。
【請求項３】
　前記壁取付部材において、少なくとも第２板状部分と第３板状部分の接続部が可撓性を
有しており、
　前記第３板状部分が、前記床取付部材に押し付けられることによって、自然状態よりも
前記第２板状部分に対して室内側に変位することを特徴とする請求項１又２に記載の内装
用建材。
【請求項４】
　前記床取付部材内に石膏からなる部分が含まれていることを特徴とする請求項１～３の
いずれか１項に記載の内装用建材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内装用建材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建物の内装工事において、石膏ボード（本発明における内壁材）を胴縁（本発明
における下地材）に固定した後、石膏ボードと床面との間の隙間を隠すために、木材や合
成樹脂等で作製された巾木でその隙間を覆うことがある。かかる構成においては、建築後
に、建物の揺れや、経年劣化及び乾燥等により、床が落ち込み、巾木と床面との間に隙間
が生じることがある。
【０００３】
　特許文献１では、床面に固定した幅木受け座を使用し、上記隙間が表側へ露呈するのを
防止している。当該文献の図５で示すように、幅木受け座は、断面がＵ字型に形成されて
おり、Ｕ字型の内部へ、巾木を上方から差し込み嵌合させる。幅木受け座により巾木の下
部が表側から被覆されることになる結果、幅木受け座が床材と一緒に沈下し、巾木の下部
と幅木受け座との間に、上下方向に隙間を生じたとしても、その隙間が室内側へ露呈しに
くい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１２０８６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　特許文献１の巾木は内壁材から室内側に突出しており、家具等をできる限り壁に近づけ
て設置することが難しい。家具等が壁から離れていると、室内の空間を有効に利用したり
家具等を安定して設置させたりできないおそれがある。
【０００６】
　本発明の目的は、床面と内壁材との間に生じる隙間を隠す部材であって、床が落ち込む
ことで生じる隙間を現れにくくすることができ、壁から室内側へその部材が突出しにくい
部材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内装用建材は、床面より上方で下地材に取り付けられた内壁材の下方において
、下面全体が前記床面と接触するように前記床面に固定される床取付部材と、前記内壁材
の厚み方向に関して前記内壁材と前記下地材との間に配置され、前記下地材に固定される
第１板状部分と、上下方向に関して前記床取付部材と前記内壁材との間において、前記第
１板状部分の下端から室内側に向かって前記床取付部材よりも室内側まで延びる第２板状
部分と、前記第２板状部分における前記第１板状部分側と反対側の端部から前記床面に向
かって延びる第３板状部分とを有する壁取付部材と、を備えており、前記床取付部材と前
記壁取付部材とが互いに対して上下方向に関して相対移動することが可能であり、前記第
３板状部分における室内側に面した表面が、前記厚み方向に関して、前記内壁材における
室内側に面した表面と同じ位置に、又は、前記内壁材における室内側に面した表面より前
記下地材側に配置される。
【０００８】
　本発明の内装用建材によると、内壁材の下方において下面全体が床面と接触するように
床面に固定される床取付部材と、内壁材の厚み方向に関して内壁材と下地材との間に配置
され、下地材に固定される第１板状部分と、上下方向に関して前記床取付部材と前記内壁
材との間において、前記第１板状部分の下端から室内側に向かって前記床取付部材よりも
室内側まで延びる第２板状部分と、第２板状部分における第１板状部分側と反対側の端部
から床面に向かって延びる第３板状部分とを有する壁取付部材とを備えている。また、床
取付部材と壁取付部材とが互いに対して上下方向に関して相対移動することが可能である
。
【０００９】
　本発明の内装用建材は、上記の通り、床取付部材の下面全体が床面と接触するように床
面に固定されているため、床面の真上に隙間を生じさせない。一方、建物の揺れ、経年劣
化、及び乾燥等により床が落ち込むことで、内壁材と、床取付部材との間に隙間が生じて
いくおそれある。本発明では、壁取付部材の第１板状部分は下地材に固定されており、ま
た、床取付部材と壁取付部材とが互いに対して上下方向に関して相対移動することが可能
である。そのため、床が落ち込むことによる隙間は、床取付部材と壁取付部材との間に生
じる。しかしながら、第３板状部分は第２板状部分における第１板状部分側と反対側の端
部から床面に向かって延びているため、上記隙間は第３板状部分によって室内側に現われ
にくい。また、床が落ち込むことによる隙間が室内側に現れにくくなるので、隙間を通じ
た冷気の侵入を抑制することができる。
【００１０】
　また、第３板状部分における室内側に面した表面が、厚み方向に関して、内壁材におけ
る室内側に面した表面と同じ位置に、又は、内壁材における室内側に面した表面より下地
材側に配置される。これにより、従来の巾木のように、室内側に内装用建材が壁から突出
しない。よって、家具等をできるかぎり壁に接するように設置することができるため、室
内の空間を有効に利用したり家具等を安定して設置させることができる。
【００１１】
　また、本発明においては、前記床取付部材が前記第１板状部分と前記下地材の間まで延
びていることが好ましい。これによると、床が落ち込むことで、床取付部材と第２板状部
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分との間に上下方向に関して隙間が生じても、床取付部材と壁取付部材の第１板状部分が
厚み方向に関して一部重なりあうため、床取付部材と第１板状部分との間に隙間が生じに
くく、下地材から室内側に向かって冷気が侵入するのを抑制することができる。よって、
第３板状部分に加えて、室内側に冷気が侵入するのを二重に抑制することができる。
【００１２】
　また、本発明においては、前記壁取付部材において、少なくとも第２板状部分と第３板
状部分の接続部が可撓性を有しており、前記第３板状部分が、前記床取付部材に押し付け
られることによって、自然状態よりも前記第２板状部分に対して室内側に変位することが
好ましい。これによって、床取付部材と壁取付部材の密着性が高まり、冷気侵入の抑制効
果を向上させることができる。
【００１３】
　また、本発明においては、前記床取付部材内に石膏からなる部分が含まれていることが
好ましい。これによると、内装用建材が燃えにくくなり、火事等の拡大を抑制することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る内装用建材及び内壁材を取り付けた後の室内の斜視図
及び一部断面図である。
【図２】図１の一点鎖線で囲まれたIIの拡大図である。
【図３】図１に示す床取付部材の斜視図である。
【図４】図１に示す壁取付部材の斜視図である。
【図５】図１の内装用建材を室内に取り付ける施工状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態に係る内装用建材について、図１～図４を参照しつつ説明す
る。建物は、図1及び２に示すように間柱１０、胴縁２０（本発明でいう下地材）、石膏
ボード３０、クロス４０（石膏ボード３０及びクロス４０は、本発明でいう内壁材）、及
び床５０を有している。室内側に向かって、間柱１０、胴縁２０、石膏ボード３０、クロ
ス４０の順に建物に取り付けられる。本実施形態の内装用建材１は、石膏ボード３０及び
クロス４０の下端部周辺に取り付けられる。石膏ボード３０及びクロス４０は、床面５０
ａの上方に配置される。なお、石膏ボード３０及びクロス４０の厚み方向（以下、「厚み
方向」という。）及び上下方向の両方に直交する方向を左右方向とする。また、厚み方向
に沿って室内に向かう方向を室内側とし、室内側と反対側を下地材側とする。
【００１６】
　図２に示すように、内装用建材１は、床取付部材１００及び壁取付部材２００を有する
。床取付部材１００は、プラスチック等の板状部材からなる外枠１０１と、この外枠の内
部に充填された芯材１５０とによって構成されている。図３に示すように、外枠１０１は
、左右方向に延びる直方体構造をしており、上壁１１０、下壁１２０、前壁１３０、及び
後壁１４０を有する。直方体の一辺の長さは、厚み方向より上下方向に大きい。後壁１４
０には、前壁１３０よりも上方に延びた突出部１４１が設けられている。上壁１１０、下
壁１２０、前壁１３０、及び後壁１４０の厚さは同じであるが、異なっていてもよい。芯
材１５０は石膏で構成されている。芯材１５０は充填されておらず、石膏からなる板状の
ものが外枠１０１内に収容されていてもよい。石膏を使用することで、内装用建材１が燃
えにくくなり、火事等の拡大を抑制することができる。
【００１７】
　図２に示すように、床取付部材１００は、石膏ボード３０及びクロス４０の下方に配置
され、下壁１２０全体が床面５０ａと接触するように床面５０ａに固定されている。後壁
１４０は、胴縁２０に接触するように配置されている。突出部１４１は、第１板状部分２
１０と胴縁２０の間に延びるよう配置されている。なお、後壁１４０及び突出部１４１の
いずれも、胴縁２０に固定されていない。
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【００１８】
　図４に示すように、壁取付部材２００は、プラスチック等の可撓性を有する左右方向に
延びた板状部材から構成されている。壁取付部材２００は、床取付部材１００と同じ材質
であってもよいし異なっていてもよい。壁取付部材２００は、鉛直方向に延びる第１板状
部分２１０、第１板状部分２１０の下端から水平方向に延びる第２板状部分２２０、及び
第２板状部分２２０における第１板状部分２１０側と反対側の端部から底面５０ａに向か
って延びる第３板状部分２３０を有する。第１板状部分２１０及び第３板状部分２３０は
、同じ厚さであり、第２板状部分２２０はそれより厚い。このように、第１板状部分２１
０、第２板状部分２２０、及び第３板状部分２３０は厚さが異なっているものと同じもの
とがあるが、すべて異なっていてもよいし、すべて同じであってもよい。第３板状部分２
３０は、図４に示す自然状態（外力を受けている状態）では、下方に向かって鉛直方向に
対して若干下地材側に延びている。
【００１９】
　図２に示すように、壁取付部材２００の第１板状部分２１０は、厚み方向に関して石膏
ボード３０及び胴縁２０との間に配置され、胴縁２０に固定される。第２板状部分２２０
は、上下方向に関して上壁１１０と石膏ボード３０及びクロス４０との間に配置され、第
１板状部分２１０の下端から室内側に向かって上壁１１０よりも室内側まで延びる。第３
板状部分２３０は、第２板状部分２２０における第１板状部分２１０部分側と反対側の端
部から、床面５０ａに向かって延びているが、床面５０ａには接していない。第３板状部
分２３０は、前壁１３０に押し付けられることによって、自然状態よりも第２板状部分２
２０に対して室内側に変位している。第３板状部分２３０における室内側に面した表面２
３０ａは、厚み方向に関して、クロス４０の室内側の表面である表面４０ａと同じ位置に
配置されている。表面２３０ａが、表面４０ａより下地材側に配置されていてもよい。
【００２０】
　上壁１１０と第２板状部分２２０とは固定されていないため、床取付部材１００と壁取
付部材２００とは、互いに対して上下方向に関して相対移動することが可能である。
【００２１】
　以下に、内装用建材１の取付方法について、図５を用いて説明する。まず、床取付部材
１００を取り付ける。後壁１４０が胴縁２０に、下壁１２０が床面５０ａに接するように
床取付部材１００を配置する。次に、上壁１１０の上方から床５０に向けて外枠１０１を
貫通するように釘を打ち付けて、床取付部材１００を床５０に固定する。このような固定
方法で固定すると釘頭が第２板状部分２２０と上壁１１０の間に挟まれるため、室内側に
釘頭が出ない。なお、固定方法は、接着剤等を使用してもよい。
【００２２】
　次に、壁取付部材２００を取り付ける。第１板状部分２１０の上部が胴縁２０に、下部
が突出部１４１に接するように、また、第２板状部分２２０が上壁１１０に接するように
壁取付部材２００を配置する。次に、室内側から胴縁２０側に向かって、第１板状部分２
１０に釘を打ち付けて、壁取付部材２００を胴縁２０に固定する。このような固定方法で
固定すると釘頭が石膏ボード３０と第１板状部分２１０の間に挟まれるため、室内側に釘
頭が出ない。なお、固定方法は、接着剤等を使用してもよい。
【００２３】
　次に、石膏ボード３０を取り付ける（図２参照）。石膏ボード３０の下端が第２板状部
分２２０に、胴縁２０側の表面３０ｂが胴縁２０及び第１板状部分２１０に接するように
石膏ボード３０を配置する。そして、第１板状部分２１０を胴縁２０に固定する場合と同
様の方法で、石膏ボード３０を胴縁２０に固定する。次に、クロス４０を貼り付ける（図
２参照）。クロス４０が、石膏ボード３０の室内側の表面３０ａに接するように張り付け
る。
【００２４】
　以上説明したように、内装用建材１は、床取付部材１００の下壁１２０全体が床面５０
ａと接触するように床面５０ａに固定されている。そのため、内装用建材１は、床面５０
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ａの真上に隙間を生じさせない。一方、建物の揺れ、経年劣化、及び乾燥等により床が落
ち込むことで、石膏ボード３０及びクロス４０と、床取付部材１００との間に隙間が生じ
ていくおそれがある。本実施形態では、壁取付部材２００の第１板状部分２１０は胴縁２
０に固定されており、また、上壁１１０と第２板状部分２２０が固定されていないため、
床取付部材１００と壁取付部材２００とが互いに対して上下方向に関して相対移動するこ
とが可能である。そのため、床５０が落ち込むことによる隙間は、上壁１１０と第２板状
部分２２０との間に生じる。しかしながら、第３板状部分２３０が第２板状部分２２０に
おける第１板状部分２１０側と反対側の端部から床面５０ａに向かって延びているため、
上記隙間は第３板状部分２３０によって室内側に現われにくい。また、床５０が落ち込む
ことによる隙間が室内側に現れにくくなるので、隙間を通じた冷気の侵入を抑制すること
ができる。
【００２５】
　また、第３板状部分２３０における室内側に面した表面２３０ａが、厚み方向に関して
、クロス４０における室内側に面した表面４０ａと同じ位置に、又は、表面４０ａより下
地材側に配置される。これにより、従来の巾木と異なり、室内側に内装用建材１がクロス
４０から突出しない。よって、家具等をできるかぎり壁に接するように設置することがで
きるため、室内の空間を有効に利用したり家具等を安定して設置させることができる。
【００２６】
　また、床取付部材１００の後壁１４０の突出部１４１が第１板状部分２１０と胴縁２０
の間まで延びている。これによると、床５０が落ち込むことで、第２板状部分２２０と床
取付部材１００との間に上下方向に関して隙間が生じても、突出部１４１と第１板状部分
２１０が厚み方向に関して一部重なりあうため、後壁１４０と第１板状部分２１０との間
に隙間が生じにくく、下地材側から室内側に向かって冷気が侵入するのを抑制することが
できる。よって、第３板状部分２３０に加えて、室内側に冷気が侵入するのを二重に抑制
することができる。
【００２７】
　また、壁取付部材２００は可撓性を有しており、壁取付部材２００の第３板状部分２３
０は、床取付部材１００の前壁１３０に押し付けられることによって、自然状態よりも第
２板状部分２２０に対して室内側に変位する。これによって、床取付部材１００と壁取付
部材２００の密着性が高まり、冷気侵入の抑制効果を向上させることができる。
【００２８】
（変形例）
　以上は、本発明の好適な実施形態についての説明であるが、本発明は上述の実施形態に
限られるものではなく、課題を解決するための手段に記載された範囲の限りにおいて様々
な変更が可能なものである。以下、上述の実施形態に係る変形例について説明する。
【００２９】
　上述の実施形態では、芯材１５０は石膏で構成されている。しかし、ほかの物質を含ん
でいてもよいし、石膏が含まれていなくてもよい。また、上述の実施形態では、外枠１０
１の内部に芯材１５０が充填されている。しかし、外枠１０１の内部は空洞でもよいし、
上壁１１０等と同じ材質が充填されていてもよい。
【００３０】
　上述の実施形態では、床取付部材１００の後壁１４０が、前壁１３０より上方に延びた
突出部１４１を有しているが、なくてもよい。
【００３１】
　上述の実施形態では、下地材を胴縁２０としているが、間柱１０を、又は、胴縁２０及
び間柱１０を下地材としてもよい。なお、本実施形態では、石膏ボード３０が固定される
部材を下地材とする。
【００３２】
　上述の実施形態では、胴縁２０が使用されている。しかし、胴つなぎでもよい。その場
合、床取付部材１００の後壁１４０及び壁取付部材２００の第１板状部分２１０は、間柱
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【００３３】
　上述の実施形態では、第３板状部分２３０は、床面５０ａに接していないが、接してい
てもよい。
【００３４】
　上述の実施形態では、壁取付部材２００全体が可撓性を有する板状部材から構成されて
いる。しかし、少なくとも第２板状部分２２０と第３板状部分２３０の接続部が可撓性を
有していればよい。
【符号の説明】
【００３５】
１　内装用建材
１０　間柱
２０　胴縁
３０　石膏ボード
４０　クロス
４０ａ　表面
５０　床
５０ａ　床面
１００　床取付部材
１５０　芯材
２００　壁取付部材
２１０　第１板状部分
２２０　第２板状部分
２３０　第３板状部分
２３０ａ　表面
【図１】 【図２】
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